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要旨 

 本研究の目的は、精神的ストレスに対する belt electrode skeletal muscle 

electrical stimulation (B-SES)の効果をランダム化研究により検証することであ

る。健常成人 30 名を対象に、DISUSE モード群、METABO モード群、対照群の 3群にラ

ンダム化し、それぞれの介入前、直後、終了 30 分後の唾液アミラーゼ活性を測定し

てストレス指標とした。 

その結果、1) METABO モード群で実施直後のアミラーゼ活性が終了 30 分後の値よ

り有意に上昇していた、2) 他の群に有意な変化はなかった。以上より、METABO モー

ド B-SES による電気刺激は精神的ストレスを軽減する可能性が示唆された。 

 

 本論文の評価は以下のとおりである。 

１）斬新さ 

 B-SES の効果は、筋力面での検討が主体であるが、今回、精神面での検討を行った

点が斬新で、今後の発展性がある点と言える。 

２）重要性 

 リハビリ対象の患者でしばしばうつ病などの精神疾患が問題になっている他、 

安定的な筋肉増強・リハビリ効果を得るには、精神面での効果も重要であり、その点

に焦点を当てた点で、医学的および社会的重要性を潜在的に持つ可能性がある。 

３）研究方法の正確性 

 被検者において 3 つのタイムポイントで測定した唾液アミラーゼ活性を適切に統

計処理していると考えられる。ただし、唾液中へのアミラーゼ分泌は唾液分泌量でも

変わることの影響をはじめ、心拍数・血圧を含めた交感・副交感神経のバランスへの

配慮が必要である。αブロッカーの投与でこれらを制御した研究が望まれる。 

４）表現の明瞭さ 

 研究目的、統計解析を含む方法と結果、考察など、いずれも簡潔明瞭である。3つ

の介入により被検者がどのように感じたかに関する検討も必要と思われ、今後の課題

と思われる。 

 

今後は、実際にリハビリをうける患者を対象に、アミラーゼのほか、気分やリハビ

リ効果などに関するパラメータも加えて研究することにより発展性が期待できると

思われる。 

 

 以上、本論文は、学位に十分値する研究と判断された。 
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